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 第 2 章は、第１章で設定した 1 つ目の目的についての成果をまとめている。まず起
源既知のサンプル (ヒト、ウシ、ブタ、ニワトリ)から単離した大腸菌を対象として、
次世代シーケンサーによる DNA 塩基配列の解析により、それぞれの起源に特異的な遺
伝子マーカーの探索を行った。その結果、ヒト特異的遺伝子マーカー4 種 (H8、 H12、
H14、 H24)、ウシ特異的遺伝子マーカー2 種 (Co2、Co3)、ブタ特異的遺伝子マーカー3
種  (P1、 P3、 P4)、ニワトリ特異的遺伝子マーカー 4 種  (Ch7、 Ch9、 Ch12、 Ch13)を同
定した。これらの特定された遺伝子マーカーを標的として、大和川から単離した 531
株の大腸菌株についてそれぞれの遺伝子マーカーの保有の有無を調べ、起源の推定を
行った。その結果、大和川中の大腸菌は 147 株 (27.7%)がヒト由来であると同定され、
それに比較するとその他の起源由来と同定された株は少ないことがわかった  (ウシ由










 第 3 章では、第１章で設定した 2 つ目の目的についての成果をまとめている。まず、
マルチプレックス polymerase chain reaction (PCR)及びデュアルインデックスシーケ
ンシングを用いることで、主要な大腸菌の病原型  (腸管出血性大腸菌、腸管病原性大
腸菌、腸管侵入性大腸菌、毒素原性大腸菌、腸管凝集性大腸菌、腸管外病原性大腸菌、




が腸管病原性大腸菌、1 株  (0.2%)が腸管凝集付着性大腸菌、64 株 (12%)が腸管外病原





た。このことから、腸管外病原性大腸菌と分類された 64 株について、第 2 章で同定し
た起源特異的遺伝子マーカーの検出を行ったところ、18 株 (28%)がヒト由来と分類さ







 第 4 章では、第１章で設定した 3 つ目の目的についての成果をまとめている。まず、
大和川から単離した 531 株全ての大腸菌株について 25 種類の薬剤を用いた薬剤感受性








(n=66)については、ST155 complex (m=9)、ST10 complex (n=9)、ST69 complex (n=7)
が多いことがわかった (ST = Sequence Type)。また、腸管外病原性大腸菌  (n=58)に
ついては、ST95 complex (n=18)、ST127 complex (n=8)、ST12 complex (n=6)、ST14 complex 
(n=6)、 ST131 complex (n=6)といった臨床上問題となっている系統に属する菌株が多





























３）大和川から単離した大腸菌 531 株について 25 種類の薬剤を用いた薬剤感受性試験












8 月 2 日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、合格と認めた。
なお、本論文は、京都大学学位規程第 14 条第 2 項に該当するものと判断し、公表に際
しては、平成 29 年 9 月 19 日までの間、当該論文の全文に代えてその内容を要約したも
のとすることを認める。 
 
